
いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議

令和７年９月 №２３

まだまだ暑い日が続いています。

北海道では熊の目撃情報が増える時期でもあり、自然との共生について考えさせられます。

私たちのいわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議は設立21年目になります。当初に比べるとジェンダー

に関して人々の認識は大きく変わったと感じています。ジェンダーギャップ指数の報告書を見ますと、世界

146か国中118位という結果です。改善するには、これまで以上に政治や経済分野への女性の参加が期待され

ます。７月に行われた参議院選挙では、多様な声を届けようと多くの方が立候補されました。なかでも、女性

議員のこれからの活躍に大きな期待を寄せています。

これからもみなさんと一緒に考え、みなさんの声を届けられるよう活動を続けてまいります。

いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議 代表 東海林 公子

テーマ：見直そう！我が身を守る身近な防災対策

日 時：令和7年6月22日（日）午後1時30分

会 場：岩見沢市自治体ネットワークセンター マルチメディアホール

講 演：ママ目線！みんなで今すぐできる忘災術（ぼうさいじゅつ）～もしもに備えるいつも～

講 師：歌う防災士 しほママ さん（防災・安心プランナー）

男女共同参画市民フォーラムを開催しました！

フォーラム参加者の声

・とても楽しく忘災術を学ぶことができました。個々の日頃の覚悟、心がまえを

再確認できました。

・ユニークで楽しく学べたのでとても良かった。特に歌の効果がバツグン！！

・興味深い防災対策を知る事ができた。さっそく、できる事からはじめたい。

今年は、歌う防災士しほママさんを講師にお招きしました。2011年3月に起きた東日本大震災、2016年の

熊本地震、2020年7月の豪雨といった大災害を経験されており、その体験談や防災の備えに関する講演を各地

で行い、ご活躍されています。

日常生活のなかでできる防災への備えや防災に関する心構え、知っておくと役立つ知識について、歌や体操を

交えて分かりやすく、そして楽しくご講演いただきました。



第１０回男女共同参画川柳コンテスト表彰式
市民フォーラムと同時開催で、第10回男女共同参画川柳コンテストの表彰式が行われました。入賞者には、

賞状と副賞（図書カード）が贈られました。たくさんのご応募ありがとうございました。

（応募総数 27名75作品）

<左から岩見沢文化連盟岡会長、東海林代表、佐々木さん、川村さん、

古関さん、杉山さん、范さん、三輪さん、松野市長>

毎年4月に作品募集をしています！
広報いわみざわや市オフィシャル
ウェブサイトを見てください！
たくさんのご応募お待ちしています！

※講評は、岩見沢文化連盟 岡 嘉彦 会長です。

変わる世へスマホも人もアップデート
佐々木 隆子さん

大
賞

■講評
時代が変わり人間社会の生活環境やものの考え方、働き方も大きく変化してきました。

スマホが普及した現在は、その機能の進歩に驚くとともに、人間も操られている気がし
ます。人間の考え方もアップデートしなければなりません。川柳に求められる現代性が
良く表現されました。

多様性優しくつながる人と人
川村 友枝さん

■講評
現代社会は多様性が認められるのが今までの社

会と大きく違うところです。個性が互いに響き合
い認められ、社会がひとつの大きな輪になってい
ます。まさに共同参画の賜物です。

入
選

認め合いつながり合ってらしく生き
古関 仁久さん

■講評
自分にないものを持っている他者を尊敬する心

があることで、互いに自信を持って安心して生き
られます。認め合う社会のつながりにより、生き
生きとした活動の心が生まれます。

育休の会話盛り込むおままごと
杉山 武志さん

■講評
今までもこの企画の川柳によく出てきた「育

休」という硬い言葉がほのぼのと伝わる可愛らし
い句です。子供達のおままごと遊び、夫婦の会話
の真似事に出てきた現代らしさが表現されていま
す。

他人事と思う気持ちに棲む差別
范 英二郎さん

■講評
言うまでもなく社会は男女共同参画社会でなけ

ればなり立ちません。社会に違和感があったら自
分の問題と捉えましょう。無関心、他人事と見て
いる社会は何時か蝕まれます。

ありがとう家事分け担い増える声
三輪 康司さん

■講評
「ありがとう」は何と素敵な日本語でしょう。

この言葉が自然にこだまする家庭には、家事を分
け合っているという感覚はなく、ともに生きてい
る幸せな風景が目に浮かびます。

（
五
十
音
順
）



男女共同参画週間啓発展示を行いました！
毎年6月23日から29日は男女共同参画週間です。啓発活動の一環として、市役所や市内商業施設で啓発展

示を行い、啓発グッズも配布しました。また、岩見沢市立図書館と連携して6月2日から30日まで、男女共同

参画に関する書籍を展示しました。

<イオン岩見沢店>

■書籍紹介■

<国のチラシ><市立図書館>

<であえーる岩見沢>

令和7年度男女共同参画
週間キャッチフレーズは、

図書館ではLGBTやジェンダーに関する様々な書籍の展示を行いました。
子ども向けのわかりやすい書籍も沢山あります。
貸出は、引き続き行っているので、ぜひ足を運んでみてください！

⚫ いざというとき自分を守る防災の本 な
にができる避難してから（防災問題研究
会編・2019・岩崎書店）

⚫ 子どもと女性のくらしと貧困（中塚
久美子著・2024かもがわ出版）

「誰でも、どこでも、
自分らしく」

防災のこと
子どもと女性への

支援のこと
今できることを
一緒に考えて
みませんか



■あとがき ■事務局

☆岩見沢市役所
市民環境部 市民連携室 男女共同参画担当

〒068-8686 岩見沢市鳩が丘１丁目１番１号
ＴＥＬ：０１２６－３５－４２７１（直通）
ＦＡＸ：０１２６－２３－９９７７
E-mail：danjo@city.iwamizawa.lg.jp

第1７期男女共同参画ステップアップ講座

お 知 ら せ

こちらまでお気軽に
お問い合わせください。

第1回 「多様化する男たち：ＤＥＩ推進、グローバリズム、そしてトランプ」
講師 瀬名波 栄潤さん（北海道大学大学院 教授）
日時 令和７年９月30日（火） 18:30～20:00

第2回 講師 新田 雅子さん（札幌学院大学 准教授）
日時 令和7年10月21日（火）18:30～20:00

誰もが性別にかかわりなく互いにその人権を尊重し、社会のあらゆる分野に参画し、それぞれの個性

と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を実現するための様々な課題について、市民のみなさんと

一緒に考える「ステップアップ講座」を開催します。

今年度は、北海道大学大学院教授の瀬名波栄潤さん、札幌学院大学准教授の新田雅子さんの2名から

ご講演いただきます。

詳細が決まりましたら、市ホームページや広報、チラシでお知らせいたします。

いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議では、誰もが自分らしく生きられる男女共同参画社会の
実現を目指して活動しています！
様々なイベントの開催や情報誌を発行し、みんなで楽しく活動しています！
会員と実行委員を大募集しています！会員登録は無料で、イベントのお知らせなどを送付しています。
お気軽にお問合せください！

いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議

川柳コンテスト
毎年４月に募集！

市民フォーラム
知識を深める！

ステップアップ講座
講師の先生と楽しく！

パープルリボンプロジェクト
毎年１１月に実施！

展示啓発
ポスター展示やグッズを配布！

情
報
誌
発
行

毎
年
３
月
に
発
行
！

◆会場 生涯学習センターいわなび

先日開催した市民フォーラムには多くの方にご参加いた
だき、90％の方が「大変よかった」とアンケートにお答
えいただきました。皆さまの声が大きな励みになります。

今年は市の担当者が交代となりました。新しい視点を加
えながら、私たちの活動がマンネリ化しないよう工夫をこ
らし、より身近に感じていただける活動を目指します。

みなさんのご意見を参考に、これからの活動に活かして
いきますので、お声をぜひお聞かせください。

今後ともどうぞよろしくお願いします。


